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02款 01項 06目 001200000事業 跡地利用検討事業

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

14 工事請負費
15 原材料費 合　計 1,116 1,116

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初

交際費 24 積立金
10 需用費 60 60 25 寄附金
11 役務費 8 8 26 公課費
12 委託料 902 902 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費

22

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　旧北溟中学校等跡地の利活用に向けた企業誘致活動等を行う。
　【事業の必要性】
　町の活性化及び産業の振興のため、貴重な町有財産である中学校等跡地を有効活用するこ
　とが必要である。

２．根拠法令

３．用地の状況
　旧北溟中学校等用地（田後745番地 他）

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 12 12 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費

償還金､利子及び割引料

08 旅費 134 134 23 投資及び出資金
09

　地視察を行った。引き続き有効活用に向け取組を進める必要がある。

６．財源の説明
　【一般財源】1,116千円

事業期間 令 7. 4. 1～令 8. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債
経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 1,116 204 912 88

05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

事業

0012 跡地利用検討事業 (簡略番号：001106) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 1,116 204 912 88 2,211

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】未来を創造する先駆的なまちづくり（公共施設の跡地利用）
　　　　　　　　　 にぎわいと活力あるまちづくり（誘致体制の整備）
　【ＳＤＧｓ】目標８「働きがいも　経済成長も」　　　　

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　企業等への誘致に向けた取組みを進める。
　【事業の効果】
　有効性の高い利活用により、町の活性化及び産業振興に寄与する。
　【令和6年度評価】
　旧北溟中エリアについて、県の立地戦略課や東京・関西本部、名古屋代表部に対して、現
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都道府県支出金 15020101424 市町村創生交付金（いきいきボ 131

補助金等の名称 市町村創生交付金
補助基本額 924 補助率 22.2% 補助金額 205

実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 01項 06目 002500000事業 ボランティア団体育成支援事業
47

13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 943 943

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初
都道府県支出金 15020101001 市町村創生交付金 205

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　①ボランティア登録団体の活動助成②各団体の活動紹介（町報等）
　【事業の効果】
　活動助成を行うことで活動の充実と促進を図ることができる。また、活動の紹介や優秀団
　体の表彰を行うことによって、当該団体はもとより、町民のボランティア活動に対する意
　識の高揚を図ることができる。
　【令和6年度評価】
　新たに2団体の登録があったほか、助成金申請のあった既登録16団体の活動ではR1以降5年
　ぶりに活動を再開する団体があるなどコロナ禍前を上回る水準への回復が見られた。

６．財源の説明
　【県支出金】205千円（市町村創生交付金）
　【一般財源】738千円

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 924 924
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【地方創生総合戦略】基本目標Ⅲ　町民みんなが創るまち（まちのにぎわい創出や拠点の
　形成）
　【第4次総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（住民参画社会の推進）
　【SDGs】目標11「住み続けられるまちづくりを」

06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 6 6 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 5 5 25 寄附金
11 役務費 8 8 26 公課費
12 委託料 27 繰出金

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 738 439 299 699

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　ボランティア団体の育成支援の取組を進める。
　【事業の必要性】
　協働のまちづくりの推進に向けた住民参加型の地域活動の促進のため、ボランティア団体
　等の育成が必要である。

２．根拠法令
　湯梨浜町ボランティア団体登録要綱
　湯梨浜町いきいきボランティア団体活動助成事業実施要綱
　

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

事業

0025 ボランティア団体育成支援事業 (簡略番号：001175) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 943 570 373 898 391

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 205 131 74 199

事業期間 令 7. 4. 1～令 8. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）
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補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 26 26

科目名称 本年度当初 前年度当初

22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金

26 26 公課費

２．根拠法令
　コミュニティ助成事業実施要綱

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【地方創生総合戦略】基本目標Ⅲ町民みんなが創るまち（まちのにぎわい創出や拠点の形
　成）
　【第4次総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（コミュニティー活動の促進）
　【SDGs】目標11「住み続けられるまちづくりを」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　本事業における採択・不採択通知及び次年度募集案内を送付する。
　【事業の効果】
　本事業の内容を関係集落等に周知することができる。
　【令和6年度評価】
　3集落に対し計5,800千円の助成を行いコミュニティ活動の活性化を図ることができた。

６．財源の説明
　【一般財源】26千円

節 本年度要求
01 報酬
02 給料
03 職員手当等
04 共済費
05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

11 役務費 26

財源 科目コード

02款 01項 06目 003100000事業 コミュニティ助成事業

補償、補填及び賠償金

07 報償費

地方債
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他 5,800
補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 26 22 4 22

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　（一財）自治総合センターが実施するコミュニティ助成事業を利用し、各集落・団体のコ
　ミュニティ活動に直接必要な施設又は設備の整備を行う。
　【事業の必要性】
　コミュニティ活動に取り組む地域住民の連帯意識の向上と地域の活性化を図るため。
　

本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
16 公有財産購入費
17 備品購入費
18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費
20 貸付金
21

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

事業

0031 コミュニティ助成事業 (簡略番号：001206) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 26 22 4 5,822 12,417

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 7. 4. 1～令 8. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時
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補助金等の名称 新しい地方経済・生活環境創生交付金
補助基本額 600 補助率 50% 補助金額 300

実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 01項 06目 004200000事業 まちづくり創造事業

国庫支出金 14020101248 新しい地方経済・生活環境創生 300

13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 603 603

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初
国庫支出金 14020101247 デジタル田園都市国家構想交付 350

投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 3 3 26 公課費
12 委託料 27 繰出金

　【事業の必要性】
　自主的、継続的なまちづくり創造活動を行う団体の活動を支援することにより、町の活性
　化及び振興の中核になる人材育成が図られ、住民が主体となるまちづくりを促進できる。

２．根拠法令
　湯梨浜町まちづくり創造事業実施要綱・湯梨浜町まちづくりステップ事業実施要綱

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】共に支え合う 町民が主役のまちづくり(コミュニティ活動の促進)
　【ＳＤＧｓ】目標11「住み続けられるまちづくり」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　新規申込みの際は審査会を開催し、採択の可否を決定する。既採択団体には、活動に
　対する経費の一部を助成する。
　【事業の効果】住民主体によるまちづくりの機運醸成を図ることができる。
　【令和6年度評価】
　既存団体への補助により町民との協働のまちづくりの推進を図ることができた。

６．財源の説明
　【国庫支出金】300千円（新しい地方経済・生活環境創生交付金）
　【一般財源】　303千円　　　　　　　　　　　　　　　　

節 本年度要求 本年度査定 節
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 303 352 △49 232

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　自主的、継続的にまちづくりを推進する団体への助成を行う。
　○まちづくり創造事業
　　対象事業は、原則として新規事業であり、事業成果の永続性（原則3年以上）及び活性
　　化が図られるソフト事業で、審査会により採択の可否を決定する。
　○まちづくりステップ事業
　　まちづくり創造事業で3年間経過した団体のうち、その事業成果の有効性があるものに
　　ついて、さらに3年間の助成を行う（審査会で採択の可否を決定）。

本年度要求 本年度査定

600 600

恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

事業

0042 まちづくり創造事業 (簡略番号：001229) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 603 702 △99 462 482

財
源
内
訳

国庫支出金 300 350 △50 230
県支出金

事業期間 令 7. 4. 1～令 8. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債
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47

補助金等の名称 星空に優しい安心なまちづくりLED防犯灯設置等促進事業補助金
補助基本額 1,579 補助率 25.0% 補助金額 394

実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 01項 06目 005100000事業 集落支援事業

繰入金 18021301001 ふるさと振興まちづくり基金繰 941 311
地方債 21010108002 過疎対策事業債（集落支援事業 4,700 4,500

14 工事請負費
15 原材料費 合　計 39,594 39,594

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初
都道府県支出金 15020101218 星空に優しい安全なまちづくり 394 274
都道府県支出金 15020101413 防災・危機管理対策交付金（自 416 426

繰入金 18020801401 地域振興基金繰入金 444

10 需用費 25 寄附金
11 役務費 83 83 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費

　①区長等事務費交付金…各区長や班長等の連絡事務経費を助成し、行政を推進。
　②集落運営交付金…一般活動経費を助成し、円滑な集落運営を図る。
　③自主防災組織運営交付金…災害訓練や機械維持経費を助成。防災意識を高揚・啓発。
　④防犯灯維持管理交付金…集落が管理する防犯灯の維持経費を助成し、安全を推進。
　⑤防犯灯設置交付金…集落が設置する防犯灯の設置費等を助成し、防犯強化を図る。
　⑥集落活性化事業交付金…集落の活性化に資する各種事業に対する支援を行う。
　⑦各集落に対する伴走型支援…当該交付金等の申請書類作成に係る出張支援等を行う。
　【令和6年度評価】76区に交付金を交付するなど、集落の活性化を図ることができた。

６．財源の説明
　【県支出金】394千円（星空に優しい安心なまちづくりLED防犯灯設置等促進事業補助金）
　　　　　　  416千円（防災・危機管理対策交付金（自主防災組織運営事業））　
  【繰入金】　941千円（ふるさと振興まちづくり基金繰入金）
　【地方債】4,700千円(過疎対策事業債（集落づくり総合交付金事業）（泊・東郷地域）
　　　　　　　(充当率100％、交付税措置70％))
【一般財源】33,143千円

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 39,511 39,511
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金

755 186 755
補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 33,143 33,938 △795 32,930

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　集落が実施する交流活動や防災活動等に対し、世帯数や事業規模に応じて交付金を交付
　する。
　【事業の必要性】
　集落の自主的な活動に対する支援によって、地域の活性化や住みよいまちづくりを推進す
　る。

２．根拠法令
　湯梨浜町集落づくり総合交付金交付要綱

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】共に支え合う　町民が主役のまちづくり(コミュニティー活動の促進)
　【SDGs】目標11「住み続けられるまちづくりを」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画及び事業の効果】

06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

事業

0051 集落支援事業 (簡略番号：022240) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 39,594 39,893 △299 38,732 36,007

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 810 700 110 547

事業期間 令 7. 4. 1～令 8. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債 4,700 4,500 200 4,500
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他 941

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）
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【事業名】 02-0106-0051 集落支援事業                      （歳出予算事業概要書 補足資料）   

防犯灯設置等交付金の見直しについて 

 

【事業概要等】 

  【概 要】区が管理する LED防犯灯の新設、更新又は撤去に係る費用に対し支給する交付金 

  【制度改正理由】物価高騰対策・脱炭素の推進・世帯数に応じた負担割合の均衡を図る。 

  【事業費】令和 7年度 2,400 千円、 令和 6年度 1,625 千円 

 

・現行制度と改正内容 

工事内容 現行 改正（予定）   

防犯灯新規設置 

事業費×補助率 2/3 

※1 基あたりの上限は 50,000 円（ただ

し、支柱に係る経費は 1/2） 

事業費×下記に定める補助率 

区の世帯数 補助率 

1～100 世帯 2/3→4/5 

101～200世帯 2/3→3/4 

201 世帯～ 2/3→2/3 

※1 基あたりの上限は 50,000 円→55,000 円 

※世帯数は当該年度の 4/1 現在 

防犯灯更新 

防犯灯撤去 
事業費×1／2 

※1基あたりの上限は 19,000 円 

事業費×1／2 

※1 基あたりの上限は 19,000 円→21,000 円 

 

・改正効果 

 1 世帯当たりの負担：200世帯までの集落では、全灯数を更新した場合 500 円～1,000 円の負担削減となる。 
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【事業名】 02-01-06-0051 集落支援事業                     （歳出予算事業概要書 補足資料） 

集落活性化事業交付金の補助割合等の見直しについて 

 

【事業概要等】 

  【概 要】地域の祭りや清掃活動、行事等、集落の活性化に資する各種事業を支援することを目的とする。 

【制度改正理由】平成 17年、全集落一律で補助割合 1/2、限度額 100,000 円でスタートした。平成 29年に 201世帯以上の 

限度額を現行の額に引き上げた。しかし、小集落においては今般の物価高騰の影響、高齢化も進み事業を 

実施できないなど地域の交流が衰退してきていることから、現行制度を改正し地域の活性化に寄与するため。 

    

【事業費】令和 7 年度 8,466 千円、令和 6年度 7,600 千円 

 

現行 改正（予定） 

区の世帯数 補助割合 限度額 区の世帯数 補助割合 限度額 

1～200世帯 

事業費×1/2 

100,000円 
1～100世帯 

事業費×2/3 

110,000 円 

101～200世帯 120,000 円 

201～300世帯 150,000円 201～300世帯 150,000 円 

301～400世帯 200,000円 301～400世帯 200,000 円 

401～500世帯 250,000円 401～500世帯 250,000 円 

 

※世帯数は当該年度の 4月 1日現在 
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款 02 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
　【寄附金】　2,000千円（天女のふる里東郷湖「花」基金寄附金） 部
　【財産収入】　　6千円（基金預金利息） 章
　【一般財源】5,353千円 節

細節

48
02款 01項 06目 005300000事業 天女のふる里づくり事業

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初
都道府県支出金 15020101446 県花と緑のまちづくり支援事業 50

寄附金 17010101003 天女のふる里東郷湖「花」基金 2,000 2,000
財産収入 16010201418 天女のふる里東郷湖「花」基金 6 2
繰入金 18021501001 天女のふる里東郷湖「花」基金 500 673
諸収入 20050302242 観光宣伝用ピンバッチ販売代金 19 24
諸収入 20050302296 観光宣伝用トートバック販売代 11 10

役務費 4 4 26 公課費
12 委託料 617 617 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 7,889 7,889

６．財源の説明
　【諸収入】　19千円（観光宣伝用ﾋﾟﾝﾊﾞｯｼﾞ販売代金） 
　　　　　　　11千円（観光宣伝用ﾄｰﾄﾊﾞｯｸﾞ販売代金）
　【繰入金】　　500千円（天女のふる里東郷湖「花」基金繰入金 ）

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 2,169 2,169 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 733 733 18 負担金､補助及び交付金 1,706 1,706
04 共済費 474 474 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

11

一般財源 5,353 4,705 648 1,226

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　東郷池の象徴である「天女」を活用したまちづくりを推進する。
　【事業の必要性】
　東郷池のポテンシャルを最大限活かすためのキーワードとして「天女」を活用し、本町の
　強みを生かした特色あるまちづくりを推進し、地域活性化を促す。

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【地方創生総合戦略】基本目標Ⅰ　活力ある元気なまち（観光産業の振興）
　【第4次総合計画】にぎわいと活力あるまちづくり（観光の振興）
　【SDGｓ】目標11「住み続けられるまちづくりを」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　①天女ｻﾐｯﾄ関係自治体を通じた町のPR、②景観の保全、③地域おこし協力隊による緑化推
　進、④宇宙桜植樹関係事業の推進、⑤花と緑のまちづくり支援、⑥東郷湖「花」基金積立
　て等を行う。
　【事業の効果】
　天女をキーワードにまちづくりを推進することにより、地域の魅力向上に向けた事業展開
　を図ることができる。
　【令和6年度評価】
　地域おこし協力隊が途中任用であり緑化推進の滞り等はあったが、宇宙桜関係団体との交
　流によるPRや地元ボランティアとの活動を通じた緑化維持・推進を図ることができた。

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 120 120 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金 2,006 2,006
10 需用費 60 60 25 寄附金

事業

0053 天女のふる里づくり事業 (簡略番号：032338) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 7,889 7,464 425 3,841 124

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 50 △50 50

事業期間 令 7. 4. 1～令 8. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他 2,536 2,709 △173 2,565
補助単独区分 目的区分 総－総－その他

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課
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【事業名】

【事業概要等】

　１　東郷湖周の景観保全事業（事業費　213千円）

　　■「天女」を活用したまちづくりの推進策の一環として、東郷湖周の景観保全等を行う。

　　　・　旧桜小学校の北側斜面の雑草等の除去

　　　・　東郷湖周設置のモニュメント維持管理

　２　地域おこし協力隊（コミュニティ・ガーデナー）事業（事業費　4,902千円）

　　■「天女」を活用したまちづくりの推進策の一環である町内の緑化推進のため、地域おこし協力隊を任用し以下の活動を行う。

　　　・　天女桜をはじめとする桜の保護保全活動

　　　・　緑化活動団体の育成等、町民の緑化活動の推進支援

　　　・　町内の花や植物、樹木の魅力についての情報発信

　３　宇宙桜（天女桜）関係事業（事業費　588千円）

　　■「天女」を活用したまちづくりの推進策の一環として、宇宙を旅した桜の種から生育した苗木を「天女桜」としてＰＲ等を実施する。

　　　・　宇宙桜により交流を始めた県外の市町村との広域交流祭典「復興宇宙サミット」への出席を通じた自治体交流の推進及び町のＰＲの実施

　　　・　旧桜小学校敷地内に植樹している宇宙桜（天女桜）の地元ボランティア等による維持管理の実施

　４　花と緑のまちづくり支援事業補助金（事業費　180千円）

　　■「天女」を活用したまちづくりの推進策の一環である町内の緑化推進のため、補助金交付により住民団体等が行う緑化活動の支援を行う。

　　　・町内5㎡以上の広さで行われる、経費10千円以上の事業に対し、100千円を上限として助成

　５　天女のふる里東郷湖「花」基金積立金（事業費　2,006千円）

　　■「天女」を活用したまちづくりの推進策の一環である町内の緑化推進の財源として、ふるさと納税制度を活用して寄付を募り、基金を積み立てる。

　天女のふる里づくり事業

　　　　　（歳出予算事業概要書　補足資料）
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款 02 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

48

計 上 額

地方債 21010108007 過疎対策事業債（地域にぎわい 1,500 1,500

02款 01項 06目 005400000事業 地域にぎわい創出事業

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画

13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 3,521 3,521

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初
繰入金 18020501001 元気なまちづくり基金繰入金 2,000 2,000

23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 7 7 26 公課費
12 委託料 27 繰出金

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】共に支え合う 町民が主役のまちづくり（コミュニティー活動の促進)
　【SDGs】目標11「住み続けられるまちづくりを」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　地域が実施する「祭り,運動会,芸能大会,スポーツ大会,文化祭」に対して補助金を交付。
　【設定地域】
　12地域（羽合：7地域、東郷：4地域、泊：1地域）
　【補助率・補助金限度額】
　補助率：10/10、限度額：地域均等分90,000円＋地域の人口×150円
　【事業の効果】
　補助金の交付により、地域住民が協調して自主的に事業を計画・実施することで、参画と
　協働による地域づくりと地域内における連携体制の強化を図り、にぎわいを創出すること
　ができる。
　【令和6年度評価】
　担い手がおらず行事を行うことが出来なかった地域が1つ（花見地域）あったが、それ以
　外の地域では納涼祭・運動会等の事業が実施され、にぎわい創出と住民間の交流の促進を
　図ることができた。

６．財源の説明
　【地方債】1,500千円（過疎対策事業債（地域にぎわい創出事業）
　　　　　　　(充当率100％、交付税措置70％)）
　【繰入金】2,000千円（元気なまちづくり基金繰入金）　　　　　【一般財源】 21千円　　　

節 本年度要求 本年度査定 節
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06

1,500 1,100
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他 2,000 2,000 1,800
補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 21 37 △16 38

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　地域が主体的に取り組む「祭り・運動会・芸能大会・スポーツ大会・文化祭」に対して補
　助金を交付する。
　【事業の必要性】
　地域の活動を支援することにより、にぎわい創出と住民間の交流の促進を図る。

２．根拠法令
　湯梨浜町地域にぎわい創出事業補助金交付要綱

本年度要求 本年度査定

3,514 3,514

恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

事業

0054 地域にぎわい創出事業 (簡略番号：033328) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 3,521 3,537 △16 2,938 2,720

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 7. 4. 1～令 8. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債 1,500
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款 02 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

49
02款 01項 06目 011500000事業 地方路線バス維持事業

補助金等の名称 広域バス路線維持費補助金
補助基本額 3,922 補助率 31.6% 補助金額 1,238

実施
計画

実施計画
計 上 額　【地方債】　　 200千円（過疎対策事業債（高齢者定期券購入費助成事業）

　　　　　　　　　　(充当率100％、交付税措置70％)）
　【一般財源】18,824千円

都道府県支出金 15020101201 広域バス路線維持費補助金 1,238
地方債 21010108012 過疎対策事業債（高齢者定期券 200 200

12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 10 10 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 20,262 20,262

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初

償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 150 150 25 寄附金
11 役務費 55 55 26 公課費

06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　路線バス運行事業者の補助や高齢者の定期券購入助成等を行う。
　【事業の必要性】
　高齢者や学生など自ら交通手段を持たない住民の生活交通である地方バス路線の確保・維
　持等を行う必要がある。

２．根拠法令
　（国）地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱
　（町）湯梨浜町補助金等交付規則・湯梨浜町高齢者定期券購入費助成要綱

３．用地の状況

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 20,047 20,047
04 共済費 19 扶助費

４．基本計画との関連
　【第４次総合計画】安全で住みやすいまちづくり（交通環境の充実）
　【SDGｓ】目標11「住み続けられるまちづくりを」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　①令和6年10月1日から令和7年9月30日までの路線バスの運行実績に応じて日本交通㈱に
　補助する。（国庫補助対象路線3路線（広域路線含）、単独路線1路線）
　②日本交通㈱が販売している高齢者定期券「シルバー悠遊」と日本交通㈱・日ノ丸自動車
　㈱が販売している「グランド70」の購入者に対して購入額に応じた助成を行う。
　③日本交通㈱のバス車両に対しICOCAの導入費用を補助し利用者の利便性を向上させる。
　【事業の効果】
　住民生活に必要な公共交通であるバス路線の維持等を行い、利便性の向上を図ることがで
　きる｡
　【令和6年度評価】
　バス路線維持に係る補助金や高齢者定期券購入助成を行い、バス路線の維持・確保や利用
　促進を図ることができた。

６．財源の説明
　【県支出金】 1,238千円（広域バス路線維持費補助金）

1,238
事業期間 令 7. 4. 1～令 8. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債 200 200 200
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 18,824 12,040 6,784 17,875

05 災害補償費 20 貸付金

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

事業

0115 地方路線バス維持事業 (簡略番号：001296) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 20,262 12,240 8,022 18,075 12,848

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 1,238
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】
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補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 01項 06目 012400000事業 湯梨浜夏まつり事業補助金

14 工事請負費
15 原材料費 合　計 5,400 5,400

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初

10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費

　〔開催日程〕（予定）
　①綱引き大会:令和7年7月19日(土)
　②水郷祭:令和7年7月20日(日)
　③とまり夏まつり:令和7年7月26日(土)
　【事業の効果】
　湯梨浜夏まつり実行委員会が各地域で夏まつりイベント（水郷祭、とまり夏まつり、綱引
　き大会）を開催することにより、地域の連帯・活性化及び観光面における町への誘客効果
　が期待できる。
　【令和６年度評価】
　水郷祭、とまり夏まつり、綱引き大会を盛大に開催し、地域の活性化等を図ることができ
　た。

６．財源の説明
　【一般財源】5,400千円
　

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 5,400 5,400
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金

補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 5,400 4,760 640 4,760

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　湯梨浜夏まつり実行委員会に対し、水郷祭・とまり夏まつりの花火代、綱引き大会の運
　営費等の補助を行う。
　【事業の必要性】
　合併以前より引き継がれている伝統ある夏の一大イベントの開催を通じて地域の活性化及
　び産業の振興につなげる。

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第４次総合計画】にぎわいと活力あるまちづくり(観光の振興)
　【SDGs】目標11「住み続けられるまちづくりを」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　湯梨浜夏まつり実行委員会に対し、各まつりと綱引き大会の運営費の一部を補助する。

06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

事業

0124 湯梨浜夏まつり事業補助金 (簡略番号：001326) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 5,400 4,760 640 4,760 4,960

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 7. 4. 1～令 8. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債
経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）
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実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 01項 06目 012700000事業 ジュニアグラウンド・ゴルフ発祥地大会補助金

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

15 原材料費 合　計 2,763 2,763

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初
繰入金 18021001001 ジュニアグラウンド・ゴルフ発 802 800
地方債 21010108004 過疎対策事業債（ジュニアグラ 1,900 2,100

11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費

　【令和6年度評価】
　総勢121名（うち県外44名）の参加者のもと本大会を開催。町補助金交付により大会の開
　催を支援し、ジュニア世代への普及に努めることができた。

６．財源の説明
　【繰入金】  802千円（ジュニアグラウンド・ゴルフ発祥地大会基金繰入金）　
　【地方債】1,900千円（過疎対策事業債（ジュニアグラウンドゴルフ発祥地大会） 
　         (充当率100％、交付税措置70％)）
　【一般財源】61千円

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 2,763 2,763
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

一般財源 61 81 △20 8

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　町及び公益社団法人日本グラウンド・ゴルフ協会の主催で全国の小学生からの参加者を募
　り、グラウンド・ゴルフ発祥の地である湯梨浜町で大会を開催し、ジュニアスポーツ人口
　の拡大と青少年の健全育成を図る。
　【事業の必要性】
　昭和57年に気軽に誰もが楽しめる生涯スポーツとして誕生したが、その年齢層は高齢化し
　ている。そのため、発祥地の責務として、ジュニア世代への普及・啓発が必要である。

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】志をもって共に学び明日を拓くひとづくり（生涯にわたる健やかな体
　づくりと運動、スポーツの推進）
　【SDGs】目標17「パートナーシップで目標を達成しよう」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　第20回ジュニアグラウンド・ゴルフ発祥地大会の開催
　・期日(予定)：令和6年8月2日（土）～3日（日）（会場：潮風の丘とまりほか）
　・募集人数：180名（小学生の部）、60名（付添者の部）
　【事業の効果】
　本大会を通して、青少年へのグラウンド・ゴルフの普及が図られるとともに、世代や地域
　を超えた交流推進を図ることができる。また、地域の産業や観光資源を活用することによ
　り、地域の活性化が期待される。

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金

事業

0127 ジュニアグラウンド・ゴルフ発祥地大会補助金 (簡略番号：001338) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 2,763 2,981 △218 2,108 2,174

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 7. 4. 1～令 8. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債 1,900 2,100 △200 1,300
経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他 802 800 2 800
補助単独区分 目的区分 総－総－その他

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課
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補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 01項 06目 021300000事業 総合計画策定事業

13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 2,381 2,381

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初

投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 1,349 1,349 25 寄附金
11 役務費 402 402 26 公課費
12 委託料 27 繰出金

２．根拠法令
　湯梨浜町総合計画審議会条例／湯梨浜町総合計画審議会運営規則
　ＳＤＧｓ目標１１　住みつづけられるまちづくりを

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　湯梨浜町第4次総合計画（基本計画　令和3年度～令和7年度）

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　◇新たな時代に即した、持続可能でより発展的な計画となるよう町民の理解と協力を得て
　策定作業を進める。
　◇令和8年度から令和17年度までの10年間の基本構想及び令和12年度までの5年間の基本計
　画とする。
　【事業の効果】
　計画策定により、町の将来像を見据えた総合的かつ計画的なまちづくりが推進できる。

６．財源の説明
　【一般財源】　2,381千円

節 本年度要求 本年度査定 節
01 報酬 615 615 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 2,381 2,381

１．事業の概要と必要性
　【事業概要】
　第4次湯梨浜町総合計画の基本計画の期間が令和7年度末をもって満了するにあたり、第5
　次総合計画の策定作業を行うものである。
　【事業の必要性】
　本町を取り巻く社会情勢は大きく変化している中、直面する課題に的確に対応し、持続可
　能なまちづくりを中長期的に総合的かつ計画的に進めていくためには、その方向性や施策
　の指針となる総合計画が必要である。

本年度要求 本年度査定

恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 15 15 23

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

事業

0213 総合計画策定事業 (簡略番号：001418) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 2,381 2,381

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 7. 4. 1～令 8. 3.31 新規･継続 新規 臨･経 臨時 地方債
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実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 01項 06目 022100000事業 さくら工芸品工房管理運営臨時経費

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

15 原材料費 合　計 6,028 6,028

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初
地方債 21010106006 公共施設等適正管理推進事業債 5,000
地方債 21010108020 過疎対策事業債（さくら工芸品 4,600

11 役務費 26 公課費
12 委託料 392 392 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費 5,636 5,636

　（公共施設等適正管理推進事業債(さくら工芸品工房屋上防水改修工事事業)
　（（充当率90％、交付税措置50％））
　【一般財源】1,028千円

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

一般財源 1,028 17 1,011 329

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　・さくら工芸品工房３階廊下の天井が雨漏りしているため、屋上の防水改修工事を行う。

　【事業の必要性】
　施設利用者に安全で快適な環境が提供できるとともに、誘客効果が期待できる。

２．根拠法令
　さくら工芸品工房の設置及び管理に関する条例

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】にぎわいと活力あるまちづくり
　【ＳＤＧｓ】目標8「働きがいも経済成長も」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　屋上全面の防水改修工事
　【事業の効果】
　施設利用者に安全で快適な環境が提供できるとともに、誘客効果が期待できる。
　【令和6年度評価】
　工房A、B、C、Dにエアコンを増設するとともに、踊り場の雨漏り防止のため外壁の防水工
　事等を行ったことで、安心・安全な施設環境を提供できた。

６．財源の説明
　【地方債】 5,000千円

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金

事業

0221 さくら工芸品工房管理運営臨時経費 (簡略番号：040500) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 6,028 4,617 1,411 6,129 169

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 7. 4. 1～令 8. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債 5,000 4,600 400 5,800
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 総－総－その他

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課
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大
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細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

50
02款 01項 06目 022300000事業 過疎計画策定事業

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 442 442

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初

償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 200 200 25 寄附金
11 役務費 50 50 26 公課費

６．財源の説明
　【一般財源】　442千円

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 192 192 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22

１．事業の概要と必要性
　【事業概要】
　①現在の過疎計画の計画期間が令和7年度末で満了となることから、新しい過疎計画の策
　定作業を行う。
　②過疎地域の指定を受けている東郷・泊地域の実情を踏まえながら、現在の過疎計画の変
　更作業を行う。
　③過疎計画に記載された事業の評価を行う。
　【事業の必要性】
　地方の人口減少の一方で、コロナ禍により東京一極集中から地方の良さが見直されている
　流れを踏まえ、本町の将来像を展望しながら町の持続的発展と活性化を計画的に推進する
　ことが必要である。

２．根拠法令
　過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法
　湯梨浜町過疎とみなされる区域に係る過疎地域持続的発展計画策定委員会設置要綱
　ＳＤＧｓ目標１１　住みつづけられるまちづくりを

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　湯梨浜町過疎とみなされる区域に係る過疎地域持続的発展計画（令和3年度～令和7年度）

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　令和4年度に新たに過疎地域に指定された東郷地域を含めて策定した「町過疎計画」の進
　捗状況の評価及び検証を行い、過疎地域の持続的発展へ向けた計画を町民の理解と協力を
　得て策定する。
　【事業の効果】
　計画策定により、町の将来像を見据えた総合的かつ計画的なまちづくりが推進できる。
　【令和6年度評価】
　過疎計画の前年度評価を行うとともに、必要に応じて計画の変更を行い、過疎対策事業を
　進めることができた。

事業期間 令 7. 4. 1～令 8. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債
経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 442 109 333 116

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

事業

0223 過疎計画策定事業 (簡略番号：001484) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 442 109 333 116 83

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
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大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

50

補助金等の名称 鳥取県縁結び仲人成果報酬支給補助金
補助基本額 50 補助率 50.0% 補助金額 25

実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 01項 06目 022500000事業 縁結び推進事業

13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 82 82

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初
都道府県支出金 15020101461 鳥取県縁結び仲人成果報酬支給 25 25

23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【地方創生総合戦略】基本目標Ⅱ　安心して暮らせるまち（結婚の出会いの場づくりと情
　報提供）
　【第4次総合計画】安全で住みやすいまちづくり（移住定住の推進）
　【SDGs】目標11「住み続けられるまちづくりを」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　地域において縁結びを支援していただける人の活動支援により、男女の出会いの機会の創
　出を図る。
　【事業の効果】
　結婚者数の増加を図ることで、定住促進と少子化対策に寄与する。
　【令和6年度評価】
　えんトリー入会登録補助及び縁結び支援員の活動により出会いの機会創出を図ることがで
　きた。

６．財源の説明
　【県支出金】25千円（ 鳥取県縁結び仲人成果報酬支給補助金）
　【一般財源】57千円

節 本年度要求 本年度査定 節
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 57 137 △80 231

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　①縁結び支縁員を公募し応募者に対する研修を行った後に支援員として登録。支縁員が行
　う結婚相談等の活動に対し、婚姻成約時の奨励金の支給等により支援を行う。
　・奨励金：縁結び奨励金として、婚姻成立1組につき50,000円を交付する。
　【事業の必要性】
　日本の伝統である仲人の活動やマッチングシステム登録料の支援により結婚者数の増加を
　図ることで、定住促進と少子化対策に寄与する。
　〔縁結び支縁員登録者数〕令和6年12月末現在:11名　

本年度要求 本年度査定

恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 82 82 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

事業

0225 縁結び推進事業 (簡略番号：033847) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 82 162 △80 256 15

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 25 25 25

事業期間 令 7. 4. 1～令 8. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

51

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 01項 06目 027800000事業 ワーク・ライフ・バランス推進事業

13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 210 210

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初

投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 10 10 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【地方創生総合戦略】基本目標Ⅱ　安心して暮らせるまち（子育て環境の推進）
　【第４次総合計画】志をもって共に学び明日を拓くひとづくり(男女共同参画社会の実現)
　【湯梨浜町性別にかかわりなく誰もが共同参画できる社会づくりプラン】
　【ＳＤＧｓ】目標5「ジェンダー平等を実現しよう」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　①セミナーの開催
　　町民等を対象に、ワーク・ライフ・バランス関連セミナーを開催する。
　②男女共同参画環境づくり奨励事業補助金の交付
　　町内事業者がワーク・ライフ・バランスの取り組みを始める契機とするため、該当事
　　業者に対して補助金を交付する。
　【事業の効果】
　男女ともに子育て等の生活と仕事とを両立できる職場環境づくりについて理解を深め、子
　育て等がしやすい社会づくりを推進することができる。また、鳥取県男女共同参画推進認
　定企業の増加につながり、ワーク・ライフ・バランスの推進を図ることができる。
　【令和6年度評価】
　一般町民を対象としたセミナーの開催（令和7年3月1日）によって、ワーク・ライフ・バ
　ランスについて理解を深めた｡

６．財源の説明
　【一般財源】　210千円

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 100
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 210 290 △80 290

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　町民等を対象に、ワーク・ライフ・バランスセミナーを開催する。男女ともに子育て等の
　生活と仕事とを両立できる職場環境づくりについて理解を深めながら、子育て等がしやす
　い社会づくりを推進する。
　【事業の必要性】
　男女ともに子育て等の生活と仕事とを両立できる職場環境づくりのために必要である。

２．根拠法令
　湯梨浜町男女共同参画条例

本年度査定

100

20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 100 100 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

事業

0278 ワーク・ライフ・バランス推進事業 (簡略番号：035316) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 210 290 △80 290 71

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 7. 4. 1～令 8. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

51
02款 01項 06目 028200000事業 婚活連携事業

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 200 200

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【地方創生総合戦略】基本目標Ⅱ　安心して暮らせるまち（結婚の出会いの場づくりと情
　報提供）
　【第4次総合計画】安全で住みやすいまちづくり(移住定住の推進)
　【SDGs】目標11「住み続けられるまちづくりを」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　鳥取中部ふるさと広域連合に中部婚活担当者会議の事務局を設置し、広域型婚活事業（セ
　ミナー、イベント）を開催する。
　【事業の効果】
　広域的なセミナー、イベントの開催により、出会いの機会を創出するとともに、結婚を支
　援することができる。
　【令和6年度評価】
　中部市町の連携により、各種イベントを開催。食事を伴うイベントや、えんトリー未加入
　者の加入に向けた婚活相談会等が実施された。

６．財源の説明
　【一般財源】　200千円
　

節 本年度要求 本年度査定 節
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06

補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 200 200 200

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　結婚を希望していながら、結婚に対する意識の低さや出会いの機会に恵まれない独身者を
　支援するため、中部5市町が連携して広域型婚活イベント、セミナーを開催し、多様な出
　会いの場を提供する。
　【事業の必要性】
　未婚化・晩婚化による少子化が社会的問題となる中、広域的なセミナー、イベントを実施
　する。幅広い地域から参加者を確保し、出会いや学びの機会を提供することで結婚を支援
　するとともに、定住促進と少子化対策を行う。

本年度要求 本年度査定

200 200

恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

事業

0282 婚活連携事業 (簡略番号：035332) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 200 200 200 200

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 7. 4. 1～令 8. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

52
02款 01項 06目 029600000事業 地域おこし協力隊起業・事業承継支援事業

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 3,000 3,000

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初

償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費

06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　任期終了前後の地域おこし協力隊員に対し、起業や事業承継に係る経費を補助することで
　隊員の定住・定着を支援するとともに、新たな事業を支援することで、地域の活性化を図
　るもの。
　・補助率：10／10、限度額：1,000千円／人
　【事業の必要性】
　隊員の定住・定着には、退職後の生業の確保が大きな課題であり、起業において最初のハ
　ードルとなる初期投資に対し支援を行い、定住への負担を軽減することが必要である。

２．根拠法令
　湯梨浜町地域おこし協力隊設置要綱

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 3,000 3,000
04 共済費 19 扶助費

　湯梨浜町地域おこし協力隊起業・事業承継支援補助金交付要綱

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】にぎわいと活力あるまちづくり（商工業の振興）
　【SDGs】目標11「住みつづけられるまちづくりを」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　任期終了前後の地域おこし協力隊員に対し、起業や事業承継に係る経費を支援する。
　【事業の効果】
　補助金の交付により隊員の起業等に対する負担を軽減し、定住・定着を促進する。
　【令和6年度評価】
　1名：1,000千円　

６．財源の説明
　【一般財源】　　3,000千円（特別交付税措置　上限3,000千円）

事業期間 令 7. 4. 1～令 8. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 商－その他 一般財源 3,000 3,000 1,000

05 災害補償費 20 貸付金

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

事業

0296 地域おこし協力隊起業・事業承継支援事業 (簡略番号：038644) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 3,000 3,000 1,000

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

-20-



款 02 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
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補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

本年度当初 前年度当初
地方債 21010108014 過疎対策事業債（駅舎新築改修 3,400

実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 01項 06目 030600000事業 駅舎改修等整備事業

12 委託料 3,442 3,442 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費

05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

11 役務費 26 公課費

一般財源 42 42

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　　ＪＲ松崎駅にてJR管理のトイレの取壊し及び新設に係る設計業務を行う。
　【事業の必要性】
　　既存の松崎駅トイレについては男女兼用及びバリアフリー非対応であり、利用者の利便
　性を向上させるため

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費

　【第4次総合計画】安全で住みやすいまちづくり(交通環境の充実)
　SDGｓ目標１１　住み続けられるまちづくりを

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　新設トイレについて設計。設計期間80～100日、工事期間160～180日程度の想定。工事着
　工を9月想定。
　【事業の効果】
　駅利用者の利便性の向上を図ることができる。
　

６．財源の説明
　【地方債】3,400千円（過疎対策事業債(充当率100％、交付税措置70％)）
　【一般財源】 42千円
　

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金

14 工事請負費
15 原材料費 合　計 3,442 3,442

財源 科目コード 科目名称

事業

0306 駅舎改修等整備事業 (簡略番号：041160) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 3,442 3,442 7,106

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 7. 4. 1～令 8. 3.31 新規･継続 新規 臨･経 臨時 地方債 3,400 3,400
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 総－総－その他

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

-21-



款 02 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
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実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 01項 06目 031300000事業 新たな交通体系支援事業

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

15 原材料費 合　計 330 330

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初

11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費

　　※補助金上限等の拡充を計画
　　　　保険料補助：上限135千円、運行に必要な消耗品等：上限3万円
　②地域の高齢者や交通弱者等の移動支援に取り組む際の車両確保のため、閉庁日に町公用
　車を貸し出す。
　【事業の効果】
　高齢者や交通弱者等の日常生活における移動手段の一定の確保が可能になるとともに、集
　落等が取り組みを行うことにより集落活動の活性化を図ることができる。
　【令和6年度事業評価】
　本年1月末時点で1つの集落が活動を行っているが、そのほか実施を検討している集落も
　あり、引き続き支援を行い移動手段の確保につなげていきたい。

６．財源の説明
　【一般財源】330千円

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 330 330
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金

一般財源 330 495 △165 165

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　集落等が取り組む移動支援活動に対し、支援・補助を行うものである。
　【事業の必要性】
　公共交通の縮減等により移動手段に制限がある高齢者や交通弱者等に対し、移動手段の確
　保を行っていく必要がある。

２．根拠法令
　湯梨浜町共助交通支援事業実施要綱

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】安全で住みやすいまちづくり（交通環境の充実）
　【SDGｓ】目標11「住み続けられるまちづくりを」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　①共助交通に取り組む際に使用する車両に係る自動車任意保険料等の補助を行う。

06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金

事業

0313 新たな交通体系支援事業 (簡略番号：041993) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 330 495 △165 165 117

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 総－総－その他

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
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02款 01項 06目 031600000事業 SDGs推進事業

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初

26 公課費
12 委託料 220 220 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 572 572

　【令和6年度評価】
　各種事業の実施により住民等へのSDGsの啓発を行い、認知度の向上を図ることができた。

６．財源の説明
　一般財源：572千円

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　国際社会共通の目標であるＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の更なる推進を図るため、町
　民及び関係団体・事業者等ステークホルダーと連携して総合的な取組を行う。
　【事業の必要性】
　「持続可能で誰一人取り残さない」社会の実現というＳＤＧｓのコンセプトは第４次総合
　計画の基本理念にも位置付けられ、ＳＤＧｓの達成に向けた取組を行うことで、「住みや
　すく魅力と活気あふれる　愛のまち」を推進することができる。

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　第４次総合計画（全般）　　　　第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略（全般）
　ＳＤＧｓ　全目標（１～１７）

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　①東郷池の豊かな恵みをつなぐ湯梨浜Well-beingタウンプロジェクト
　②ゆりはまSDGsセミナー
　③SDGsまちづくり授業
　④わたしのSDGs行動宣言
　⑤ゆりはまSDGｓ認定企業
　【事業の効果】
　様々なステークホルダーが連携する事業の企画・実践によって、町全体でSDGsの推進を図
　ることができる。

07 報償費 132 132 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 5 5 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 207 207 25 寄附金
11 役務費 8 8

事業期間 令 7. 4. 1～令 8. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 572 695 △123 88

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

事業

0316 SDGs推進事業 (簡略番号：042769) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 572 695 △123 88 72

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】
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02款 01項 06目 031700000事業 特定非営利活動法人設立支援事業

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額　【一般財源】100千円

12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 100 100

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初

償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費

06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　特定非営利活動（ＮＰＯ）法人の認証を取得した町内の団体に対して、その設立に要した
　経費の一部（4分の3）を助成するもの。（上限100千円）
　【事業の必要性】
　ＮＰＯ法人設立当初の安定的な運営を図るとともに、ＮＰＯ法人設立の促進及び町民等と
　の協働によるまちづくりを推進するため支援が必要である。

２．根拠法令
　湯梨浜町特定非営利活動法人設立支援補助金交付要綱

３．用地の状況

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 100 100
04 共済費 19 扶助費

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】
　　共に支え合う町民が主役のまちづくり（コミュニティー活動の促進）
　【地方創生総合戦略】
　　基本目標Ⅲ 町民みんなが創るまち（まちのにぎわい創出や拠点の形成）
　【SDGs】目標11「住み続けられるまちづくりを」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】　
　町内で設立されたＮＰＯ法人に対して、設立に要する費用の一部を助成する。
　【事業の効果】
　ＮＰＯ法人の設立当初の安定的な運営を図ることができ、また、社会貢献活動による地域
　の活性化及び町民等との協働によるまちづくりを推進することができる。
　【令和6年度評価】
　町ホームページによる制度の周知や情報収集を行ったが、NPO設立相談はあったものの、
　実績につなげることができなかった。
　制度内容について引き続き広い範囲に案内し、町民と行政の協働によるまちづくりの推進
　を図っていく。

６．財源の説明

事業期間 令 7. 4. 1～令 8. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 100 100

05 災害補償費 20 貸付金

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

事業

0317 特定非営利活動法人設立支援事業 (簡略番号：042937) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 100 100

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
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【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
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補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 01項 06目 032100000事業 中学校跡地施設整備事業

14 工事請負費
15 原材料費 合　計 22,567 22,567

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初

10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　旧北溟中学校跡地内に上水道を延伸するための敷設工事費負担金及び下水道整備に伴う受
　益者負担金を本科目で計上し、水道事業会計、下水道事業会計へ支出する。
　【令和6年度事業評価】
　町道北溟中学校天神橋線内の一部（歩道）に上水道管が敷設され当該工事費用を負担した
　。
　

６．財源の説明
　【一般財源】22,567千円

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 22,567 22,567
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金

補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 22,567 22,527 40 2,900

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　中学校等跡地の有効利用に上下水道整備に係る負担金を計上する。
　≪旧北溟中エリア≫
　・町水道事業による上水道管敷設工事負担金　18,040千円
　・下水道整備に伴う下水道受益者負担金　4,527千円
　【事業の必要性】
　中学校等跡地の有効利用を図るため、上下水道の整備は必要である。
　

２．根拠法令

３．用地の状況
　旧北溟中学校等用地（田後745番地　他）

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】未来を創造する先駆的なまちづくり（公共施設の跡地利用）
　　　　　　　　　 にぎわいと活力あるまちづくり（誘致体制の整備）
　【ＳＤＧｓ目標】 「８　働きがいも　経済成長も」　　　　

06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

事業

0321 中学校跡地施設整備事業 (簡略番号：043602) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 22,567 22,527 40 2,900 6,563

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 7. 4. 1～令 8. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）
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実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 01項 06目 032300000事業 湯梨浜町若者会議事業

補助金等の名称 市町村創生交付金
補助基本額 496 補助率 22.2% 補助金額 110

15 原材料費 合　計 496 496

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初
都道府県支出金 15020101001 市町村創生交付金 110

11 役務費 18 18 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費

　とで、移住定住の促進、担い手育成などの町の課題解決につなげることができる。
　【令和6年度事業評価】
　15名の委員により全６回の会議を開催し、３つのチームから事業提案が行われた。

６．財源の説明
　【県支出金】110千円（市町村創生交付金）
　【一般財源】386千円

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 100 100
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

一般財源 386 413 △27 396

１．事業の概要と必要性
　【事業概要】
　若者（16歳から35歳までの町内在住・在学・在勤・出身者等）で構成する「ゆりはま若者
　会議」を開催し、町の課題解決等に向けた話し合いのうえ、町に対する事業提案等を行っ
　てもらう。また、提案事業等に若者自身が取り組めるよう「湯梨浜町若者会議提案事業チ
　ャレンジ補助金」を活用し、若者のチャレンジを促す。
　【事業の必要性】
　会議の開催により若者の町政への参画を促し、若者ならではの視点を活かした魅力あるま
　ちづくりを行うことで、移住定住の促進、担い手育成等のまちの課題解決を図る。

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】共に支え合う　町民が主役のまちづくり（住民参画社会の推進）
　【SDGｓ】目標11　「住み続けられるまちづくりを」
　

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　9月～11月において全6回開催する。町の現状把握、課題の発見や解決策等についての話し
　合いを行ってもらい、最終報告会で町への事業提案等を行ってもらう。
　また、令和5年度会議で発足したゆりはまダウンタウンによる、多世代交流プロジェクト
　事業（2年目）への補助を行う。
　【事業の効果】
　若者の町政への参画を促し、若者ならではの視点を活かした魅力あるまちづくりを行うこ

07 報償費 348 348 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 30 30 25 寄附金

事業

0323 湯梨浜町若者会議事業 (簡略番号：044228) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 496 413 83 419 237

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 110 110 23

事業期間 令 7. 4. 1～令 8. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 総－総－その他

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課
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02款 01項 06目 032900000事業 湯梨浜町マルシェ開催事業補助金

鳥取県買物環境確保推進交付金 300

補助金等の名称 鳥取県買物環境確保推進交付金
補助基本額 600 補助率 50.0% 補助金額 300

実施
計画

実施計画
計 上 額

09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 600 600

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初
都道府県支出金 15020101462

２．根拠法令
　湯梨浜町マルシェ開催事業補助金交付要綱（仮）

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第４次総合計画】にぎわいと活力あるまちづくり（商工業の振興）
　【ＳＤＧｓ目標】「１１　住み続けられるまちづくりを」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　鳥取県買物環境確保推進交付金を利用し、個人、団体等がマルシェを開催する際に必要な
　広報、会場関係経費に対し補助を行う。
　【事業の効果】
　住民、生産者、事業者同士の交流や地域の活性化を図ることができる。

６．財源の説明
　【県補助金】300千円(鳥取県買物環境確保推進交付金)
　【一般財源】300千円

節 本年度要求 本年度査定 節
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　町内で地域産物等を販売するマルシェを開催する個人、団体等に対し、運営費用を補助す
　ることにより、地域活性化や買物機運の醸成を図る。
　　補助率：10/10・補助金上限：300千円
　【事業の必要性】
　住民、生産者、事業者同士の交流の場を創出し、にぎわいと地域の活性化を図るとともに
　地域の買物環境を維持・確保し町民生活の機能維持を図る。

本年度要求 本年度査定

600 600

恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金

300
事業期間 令 7. 4. 1～令 8. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債
経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 300 300

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

事業

0329 湯梨浜町マルシェ開催事業補助金 (簡略番号：045739) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 600 600

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 300
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補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 01項 12目 011200000事業 英会話教室等事業

13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 44 44

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初

投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 25 25 寄附金
11 役務費 9 9 26 公課費
12 委託料 27 繰出金

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第４次総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（多様な交流の推進）
　【SDGs】目標4「質の高い教育をみんなに」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　　①「英会話教室」
　　対象：町内小学生（4年生以上）から大人　期間：5～6月、9月～10月／週1回　
　　②「接客英会話講座」
　　対象：町内観光施設、飲食店、旅館等の従業員等　期間：随時
　　③「出張日本語教室」
　　対象：町内在住の外国人が勤務する町内企業　期間：随時
　【事業の効果】
　英会話教室を通して、語学力の向上を図るとともに、国際理解を深めることができる。
　また、出張日本語教室を行うことで、外国人観光客への接客力の向上や町内在住外国人の
　日本語の理解促進が期待できる｡
　【令和6年度評価】
　英会話教室等を開催し、語学力の向上とともに、国際理解を深めることができた。

６．財源の説明
　【一般財源】　44千円

節 本年度要求 本年度査定 節
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 44 37 7 37

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　町民の英会話能力の向上や国際理解を深めるため、国際交流員や中学校の外国語指導助手
　を講師として小学生から大人を対象とした英会話教室を開催する。また、個々の語学力の
　向上と国際性を養えるよう、国際交流員を講師として町内の観光施設、飲食店、旅館等の
　従業員を対象とした日本語教室を開催する。
　【事業の必要性】
　国際社会において、母国語として一番多く使用されている英語を学ぶことにより、豊かな
　国際感覚を備えた人材の育成等を図る。

本年度要求 本年度査定

恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 10 10 23

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 12 国際交流推進費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

事業

0112 英会話教室等事業 (簡略番号：002063) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 44 37 7 37 5

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 7. 4. 1～令 8. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債
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補助金等の名称 鳥取県市町村創生交付金
補助基本額 6,993 補助率 22.2% 補助金額 1,555

実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 01項 12目 011700000事業 アロハフレンドシップ補助金

14 工事請負費
15 原材料費 合　計 6,993 6,993

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初
都道府県支出金 15020101001 市町村創生交付金 1,555
都道府県支出金 15020101430 市町村創生交付金（アロハフレ 356

10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費

　①町内中学生のハワイ郡訪問による交流事業
　②ハワイ郡及びハワイ島日系人商工会議所関係者の来町による交流事業
　【事業の効果】
　本町とハワイ郡の中学生等が交流することで、相互理解の向上が期待される。
　【令和６年度評価】
　ハワイ島日系人商工会議所元会頭の来町、ハワイ郡ヒロ中学生の来町（ホームステイ）を
　実現させ交流を深めた。またハワイ郡新郡長の就任に伴いハワイ郡を訪問し、姉妹都市提
　携盟約書の更新を行い、姉妹都市関係を継続させることができた。

６．財源の説明
　【県支出金】1,555千円（市町村創生交付金）　
　【一般財源】5,438千円

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 6,993 6,993
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金

補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 5,438 1,149 4,289 2,308

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　姉妹都市提携を結んでいるアメリカ合衆国・ハワイ郡との交流を継続し、中学生の交流事
　業等を実施するものである。
　【事業の必要性】
　平成8年に姉妹都市提携を締結して以来、友好交流を通じて中学生の国際理解等を深める
　ことができる。

２．根拠法令
　姉妹都市交流に関する盟約書

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第４次総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（多様な交流の推進）
　【SDGs】目標4「質の高い教育をみんなに」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】

06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金

総務費 項 総務管理費 12 国際交流推進費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

事業

0117 アロハフレンドシップ補助金 (簡略番号：002077) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 6,993 1,505 5,488 2,664 6,512

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 1,555 356 1,199 356

事業期間 令 7. 4. 1～令 8. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債
経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）
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補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 01項 13目 011100000事業 ハワイアロハホール臨時経費

14 工事請負費 132,813 132,813
15 原材料費 合　計 136,387 136,387

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初
地方債 21010105007 緊急防災・減災事業債（アロハ 38,500 23,600
地方債 21010106004 公共施設等適正管理推進事業債 8,400
地方債 21010107003 脱炭素化推進事業債（アロハホ 77,600 57,100

10 需用費 641 641 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 1,415 1,415 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　・大ホール耐震天井改修等工事　ほか
　・ハワイ郡姉妹都市提携30周年記念スポットデザイン委託
　【令和6年度評価】
　長年の懸案事項であった大ホール特定天井耐震化工事等にも着手することができた。施設
　設備の老朽化が進む中、必要箇所の修繕等を実施するとともに、来館者に安全な施設環境
　を提供することができた。

６．財源の説明
　【地方債】  38,500千円（緊急防災・減災事業債（充当率100％、交付税措置70％））
　　　　　　   8,400千円（公共施設等適正管理推進事業債
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（充当率90％、交付税措置50％）)
　　　　　    77,600千円（脱炭素化推進事業債（充当率90％、交付税措置50％））　
　【一般財源】11,887千円

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費 1,518 1,518
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金

補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 11,887 13,239 △1,352 17,912

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　老朽化等に伴う施設・設備の改修を行う。R8年度にハワイ郡との姉妹都市提携が30周年を
　迎えるにあたりハワイをイメージする記念スポットをホール敷地内に造るためのデザイン委託を行う。
　【事業の必要性】
　施設を快適かつ安心して利用していただくため、改修などの施設設備の老朽化等への対応
　が必要である。また、ハワイ郡姉妹都市提携30周年記念のスポットを造ることをきっかけに
　アロハホールの認知度の向上及び観光スポットとして日本のハワイをPRすることができる。

２．根拠法令
　ハワイアロハホールの設置及び管理に関する条例
　ハワイアロハホールの設置及び管理に関する条例施行規則

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】志をもって共に学び明日を拓くひとづくり（文化、伝統、豊かな自然
　の継承と再発見）
　【ＳＤＧｓ目標】4.質の高い教育をみんなに

06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金

総務費 項 総務管理費 13 ハワイアロハホール費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

事業

0111 ハワイアロハホール臨時経費 (簡略番号：002250) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 136,387 93,939 42,448 112,212 32,359

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 7. 4. 1～令 8. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債 124,500 80,700 43,800 94,300
経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
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細節

60

計 上 額

02款 01項 13目 011500000事業 自主公演事業

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画

13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 487 487

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初
諸収入 20050302234 アロハホール入場料 340 80

投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 141 141 25 寄附金
11 役務費 46 46 26 公課費
12 委託料 27 繰出金

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第４次総合計画】志をもって共に学び明日を拓くひとづくり（文化、伝統、豊かな自然
　の継承と再発見）
　【ＳＤＧｓ目標】4.質の高い教育をみんなに

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　◎スタインウェイピアノを弾こう会
　　世界最高峰のピアノを安価で貸し出すことで、町民等へ使用の機会を設けるとともに、
　　施設のPRを図る。また、ピアノのコンディションを維持する。
　◎バレエ「赤毛のアン」公演
　　バレエの自主公演事業は初めてであり、町民に新たな文化芸術に触れ合う機会を提供す
　る。　
　【事業の効果】
　自主企画事業の実施により、文化の発信源としての機能を果たすとともに設備を活用した
　文化活動の推進を図る。また他団体との連携を図り、共催事業等を積極的に行うことで、
　安価に質の高い芸術文化を提供することができる。
　【R6年度評価】
　・ｽﾀｲﾝｳｴｲを弾こう会（1回）
　・（町制施行20周年記念事業）大元神楽公演、「出張！ゴルゴ塾　命の授業」講演会
　町民に新たな文化交流の機会を提供できた。

６．財源の説明
　【諸収入】340千円（アロハホール入場料）　【一般財源】　147千円

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 300
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他 340 80 260 187
補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 147 1,475 △1,328 1,347

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　自主企画を始め、各種共催事業等へ積極的に応募し、質の高い公演の提供に努める。
　今年度は（公財）鳥取県文化振興財団と共催し、バレエ「赤毛のアン」公演を実施する。
　【事業の必要性】
　町民の文化意識の高揚のため、芸術文化の拠点であるアロハホールにおいて優れた芸術や
　文化交流の場を提供することが必要である。

２．根拠法令

本年度査定

300

20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 13 ハワイアロハホール費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

事業

0115 自主公演事業 (簡略番号：002227) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 487 1,555 △1,068 1,534 509

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 7. 4. 1～令 8. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
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補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 05項 02目 002900000事業 経済センサス

13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 50 50

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初
都道府県支出金 15030103020 経済センサス調査委託金 49 5

23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 46 46 25 寄附金
11 役務費 4 4 26 公課費
12 委託料 27 繰出金

　統計法、統計法施行令および経済センサス活動調査規則

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　県主催の説明会に出席し、調査員の選考などの準備事務を行う。　
　【事業の効果】
　次年度の本調査を円滑に実施することが出来る。

６．財源の説明
　【県支出金】43千円（経済センサス-活動調査費委託金）　
　　　　　　　 6千円（経済センサス調査区管理委託金）　
　【一般財源】1千円

節 本年度要求 本年度査定
01 報酬
02 給料
03 職員手当等
04 共済費
05 災害補償費
06 恩給及び退職年金
07 報償費
08 旅費

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分補助事業 目的区分 総－統計調査費 一般財源 1 1 1

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　経済センサス-活動調査は5年単位で実施される統計調査であり令和8年6月実施に向けて準
　備事務を行う。
　【事業の必要性】
　委託事業

２．根拠法令

節 本年度要求 本年度査定
16 公有財産購入費
17 備品購入費
18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費
20 貸付金
21 補償、補填及び賠償金

22 償還金､利子及び割引料

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

総務費 項 統計調査費 02 委託統計費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

事業

0029 経済センサス (簡略番号：034355) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 50 6 44 6 4

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 49 5 44 5

事業期間 令 7. 4. 1～令 8. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節
02款 05項 02目 012200000事業 国勢調査

67

国勢調査費委託金 7,968

補助金等の名称 国勢調査委託金
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

09 交際費 24 積立金
10 需用費 309 309 25 寄附金
11 役務費 210 210 26 公課費
12 委託料 879 879 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 7,969 7,969

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初
都道府県支出金 15030103001

２．根拠法令
　統計法、国勢調査令および国勢調査施行規則

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果
　【本年度の事業内容】
　令和7年10月1日を基準日として、湯梨浜町内に居住するすべての人及び世帯を対象に調査
　を実施する。
　【事業の効果】
　国内の人口・世帯の実態を把握し、各種行政施策その他の基礎資料を得ることができる。

６．財源の説明
　【県支出金】7,968千円(国勢調査委託金)
　【一般財源】    1千円

節 本年度要求 本年度査定 節
01 報酬 5,901 5,901 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 639 639 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06

補助単独区分補助事業 目的区分 総－統計調査費 一般財源 1 1

１．事業の概要と必要性
　継続事業
　【事業概要】
　日本の人口などを明らかにする最も基本的な統計調査として、大正5年以来5年ごとに実
　施される。
　結果は、議員定数、地方交付税・補助金などの算出根拠となるなど、民主主義の基盤を成
　す統計を提供している。
　【事業の必要性】委託事業　
　【実施期間】基準日　令和7年10月1日

本年度要求 本年度査定

恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 31 31 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金

総務費 項 統計調査費 02 委託統計費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

事業

0122 国勢調査 (簡略番号：003863) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 7,969 7,969 2

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 7,968 7,968

事業期間 令 7. 4. 1～令 8. 3.31 新規･継続 新規 臨･経 臨時 地方債
経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）
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